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1 .  誘 惑 に つ い て の 四















2 .  誘 惑 の 起 源 ―― エ ル サ レ ム と ア テ ネ


















＊ 2　G. Flaubert, Correspondance , in Id., Œuvres complètes,  Louis Conard, Parigi, 1976, prima serie 
(1830-1846), p. 173 ［ギュスターヴ・フローベール（蓮見重彦；平井照敏訳）『フローベール全集8　書簡Ⅰ』、
筑摩書房、1976 年、62 頁］.
＊ 3　「ル・モニトゥール・ユニヴェルセル」は、1789 年 11 月 24 日パリにおいて、シャルル = ジョセフ・
パンコック（リール、1736 年 11 月 26 日―パリ、1798 年 12 月 19 日）によって創刊されたフランス
の日刊紙であり、1901 年 6 月 30 日まで刊行されている。
＊ 4　ブリュッセル、1564 年−アントワープ、1638 年
＊ 5　M. J. Friedländer, From Van Eyck to Bruegel , trad. ingl. M. Kay, Phaidon, Londra, 1956, p. 135 ［マッ
クス・フリートレンダー（斎藤稔；元木幸一訳）『ネーデルラント絵画史――ヴァン・エイクからブリュー
ゲルまで』、岩崎美術社、1983 年、218 頁］.
＊ 6　ブレダ、1525/30 年−ブリュッセル、1569 年 9 月 5 日
＊ 7　アントワープ、1510 年− 1570 年
＊ 8　スヘルトーヘンボス、1450 年−ブラバント公国、1516 年 8 月 9 日
＊ 9　ブルッヘ、1532 年−リエージュ、1599 年
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ギブソンのブリューゲルに関するモノグラフ（W. S. Gibson, Pieter Brueghel , Thames and 


















研究（D. Bax, Ontcijfering van Jeroen Bosch, Staatsdrukkerij / M. Nijhoff, ’s–Gravenhage, 
1948; Beschrijving en poging tot verklaring van her Tuin der Onkuisheiddrieluik van 





にもたらされた聖アントニウスについての多くの知識が反映されている」（W. S. Gibson, 
Hieronymus Bosch, cit. , p. 138、［前掲書、185 頁］）＊ 11。
＊ 10　W. S. Gibson, Hieronymus Bosch,  Thames and Hudson, Londra, 1973, p. 138　［ウォルター・S・ギ
ブソン（佐渡谷重信訳）『ボス――光と闇の中世』、美術公論社、1989 年、185 頁］.
＊ 11　祭壇画の解釈については膨大な研究がある。以下を参照。W. Aymès e A. Clément, The Pictorial 
Language of Hieronymus Bosch: Represented in a Study of two Pictures, The Prodigal Son, and the 
Temptations of St Anthony, with Comments on Themes in Other Works, trad. ingl. di E. A. Frommer, New 



























とつの原型となる。同様に、4 世紀から 12 世紀のあいだにキリスト教世界に無数に流布
した『アントニウス伝』の視覚的な所産も、きわめて豊かなものである。ギー・フェッラ
ーリは、そのうちのいくつかの主要な系譜を、彼のアントニウスの図像学に関する報告書
のなかで略述している（G. Ferrari, “Source for the Early Iconography of St. Anthony,” in 
＊ 12　ヴァラッツェ、1228 年−ジェノヴァ、1298 年 7 月 13/16 日
＊ 13　R. C. Gregg, “Prefazione” a Athanasius, The Life of Anthony and the Letter to Marcellinus, Ramsey, 
New York; Paulist Press, Toronto, 1980, p. 4.
＊ 14　ibidem, p. 5.
＊ 15　フローベールの『誘惑』の典拠については、より詳しい考察が存在する。以下を参照。J. Seznec, 
“Flaubert and the Graphic Arts,” Journal of the Warburg and Courtauld Institutes,  8, pp. 175-190; 
Nouvelles études su La Tentation de Saint Antoine, The Warburg Institute, University of London, Londra, 
1949.
＊ 16　ストリドーネ、347 年−ベツレヘム、420 年
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Antonius Magnus Eremita, 395-1956, a cura di B. Steidle, Studia Anselmiana 38, Herder, 










ルト＊ 19 による《聖アントニウスの誘惑》である。この祭壇画は、ユイスマンス＊ 20 を――
その文学理論に深く影響を与え、『コルマール美術館におけるグリューネヴァルト作品』（J. 
-K. Huysmans, Les Grünewald du Musée de Colmar: Des Primitifs au retabled’Issenheim, a 









3 .  誘 惑 の 伝 播 ―― セ ザ ン ヌ か ら エ ル ン ス ト ま で
　しかし、フローベールは、この過去の視覚的、言語的な伝承の改訂という作業の出発点
＊ 17　B. Gracián, El criticón, Espasa-Calpe, Madrid, 1971, I, p. 79; とりわけ 16 世紀及び 17 世紀のス
ペイン文学に関しては、H. Heidenreich, “Hieronymus Bosch in Some Literary Contexts,” Journal of the 
Warburg and Courtauld Institute , 23, 1970, pp. 171-199 を参照。
＊ 18　ヴェネツィア、1518 年 9 月 29 日− 1594 年 5 月 31 日
＊ 19　ヴュルツブルク、1480 年頃−ハレ（ザーレ）、1528 年 8 月 31 日
＊ 20　パリ、1848 年 2 月 5 日− 1907 年 5 月 12 日



















とも有名な作品（図 7）は、1875 年から 1877 年にかけて描かれたものである（Cézanne, 
Philadelphia Museum of Art, Philadelphia, a cura di F. Cachin et al. , 1996, pp. 157-8）。
フェルナン・クノップフ＊ 26 は、1874 年、《フローベールによる聖アントニウスの誘惑》
という作品を、ベルギー象徴主義の画家たちの最初の展覧会に出品する。三年後には、ジ
ェームズ・アンソール＊ 27 がこの主題の新たなヴァージョン（図 8）を描くが、そこでは、
フライドポテトを食べるブルジョアたちがアントニウスを誘惑している。フェリシアン・
ロップス＊ 28 は、こうして 1890 年頃、より一層スキャンダラスな表象――《十字架上の
女性》としても知られる、十字架に掛けられた半裸の女性が描かれた《聖アントニウスの
誘惑のための習作》（図 9）＊ 29――の構想を得るのである。
＊ 22　1895 年− 1951 年
＊ 23　C. Gray, The Temptation of Saint Anthony,  Chappell & Co. Ltd., Londra, 1954, p. 1.
＊ 24　ibidem.
＊ 25　エクス = アン = プロヴァンス、1839 年 1 月 19 日− 1906 年 10 月 22 日
＊ 26　デンデルモンデ近郊グレンベルヘン、1858 年 9 月 12 日−ブリュッセル、1921 年 11 月 12 日
＊ 27　オーステンデ、1860 年 4 月 13 日− 1949 年 11 月 19 日











　その後、オディロン・ルドン＊ 30 が、1882 年にフローベールを読み、ベルギー象徴主
義者たちにフローベールがもたらした並はずれた影響力にも導かれて、リトグラフによ
る三冊もの版画集を、1888 年、1889 年、そして 1896 年に捧げる（図 10）＊ 31。先述の
ユイスマンスは、これらの版画集のうちの一枚のリトグラフを、「怪物」という奇想を扱
った論評のなかで叙述し、論じている（J. -K. Huysmans, L’Art moderne: Certains, Union 
Générale d’Éditions, Parigi, 1975, pp. 389-92）。
　グリューネヴァルトから続いた、間テクスト的な一本の糸は、マックス・エルンス



















＊ 30　ボルドー、1840 年 4 月 20 日−パリ、1916 年 7 月 6 日
＊ 31　R. Hobbes, Odillon Redon, Studio Vista, Londra, 1977; D. Gamboni, La Plume et le pinceau: Odillon 
Redon et la littérature, Les Éditions de Minuit, Parigi, 1989［ダリオ・ガンボーニ（廣田治子訳）『「画
家」の誕生――ルドンと文学』、藤原書店、2012 年］; S. F. Eisenman, The Temptation of Saint Redon, 
University of Chicago Press, Chicago e Londra, 1992.

































＊ 33　G. Flaubert, op. cit ., p.173［フローベール、前掲書、61-62 頁］.
＊ 34　G. Flaubert, Extraits de la correspondance o Préface à la vie d’écrivain,  Seuil, Parigi, 1963, p. 33［同
上、71 頁］.






















Naissance et Métamorphoses d’un écrivain: Flaubert et Les Tentations de Saint Antoine, 









＊ 36　 ibidem, p. 68［ギュスターヴ・フローベール（山田爵；齋藤昌三；蓮見重彦訳）『フローベール全
集 9　書簡Ⅱ』、筑摩書房、1976 年、40 頁］.































＊ 38　M. Foucault, La Bibliothèque fantastique: À propos de la La Tentation de saint Antoine de Gustave 
Flaubert , 1995, La Lettre volée, Bruxelles., p. 8［ミシェル・フーコー（工藤庸子訳）「幻想の図書館」、小
林康夫；石田英敬；松浦寿輝編『フーコーコレクション２』、筑摩書房、2006 年、162-163 頁］.
＊ 39　P. Valéry, “La Tentation de (saint) Flaubert”, in Id., Varieté, Oeuvres Complètes , 2 voll., Gallimard, 































＊ 40　J. L. Borges, “Flaubert y su destino ejemplar”, in Id., Discusión, Obras Completas , 6 voll., Emecé 
Editores, Buenos Aires, 1964, vol. 4., p. 145［ホルヘ・ルイス・ボルヘス（牛島信明訳）「フローベールと
彼の模範的な宿命」、『論議』、国書刊行会、2000 年、219 頁］.
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、
人間は無であり、作品がすべてである
4 4 4 4 4 4 4 4 4
（Flaubert est toujours haïssable, l’homme n’
est rien, l’oeuvre est tout）」…彼は、パスカルが思索するときおのれを責めさいなん
だのとまったく同様、創作するときおのれを責めさいなんだ――彼らは両者とも非
利己主義的な感じとり方をしていた…「没我」＊ 44/ ＊ 45
＊ 42　R. Barthes, Flaubert et la phrase, “Word” 24, 1–3, 1968, ページ数の表記なし。
＊ 43　リュッケン、1844 年 10 月 15 日−ヴァイマール、1900 年 8 月 25 日
＊ 44　F. Nietzsche, Nietzsche contra Wagner  (1888), in Id., Nietzsche Werke,  a cura di G. Colli e M. 
Montinari, 15 voll., 1969, Walter de Gruyter & Co., Berlino, 4, 3, p. 424［フリードリッヒ・ニーチェ（原
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思想のみが価値をもっている＊ 49/ ＊ 50。
＊ 46　F. Nietzsche, Der Wille zur Macht（著者存命中には公刊されなかった手稿）, a cura di P. Gast, 
Alfred Kröner Verlag, 1959, Stoccarda, p. 79［フリードリッヒ・ニーチェ（原祐訳）「権力への意志（上）」、
『ニーチェ全集 11』、理想社、1980 年、103 頁］.
＊ 47　アミアン、1852 年 9 月 2 日−パリ、1935 年 12 月 25 日
＊ 48　P. Bourget, Essais de psychologie contemporaine, Librairie Plon, Parigi, 1917, p. 148［ポール・ブ
ルジェ（平岡昇；伊藤なお訳）『現代心理論集　デカダンス・ペシミズム・コスモポリタニズムの考察』、
法政大学出版局、1987 年、60 頁］.
＊ 49　F. Nietzche, Götzen–Dämmerung (1888), in Id., Nietzsche Werke, a cura di G. Colli e M. Montinari, 
15 voll., 1969, Walter de Gruyter & Co., Berlino, 6, 3, p.58［フリードリッヒ・ニーチェ（原祐訳）「箴言と矢」、
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を学ばなければならないと、私はさらに言う必要があろう














＊ 51　F. Nietzsche, Die fröhlicheWissenschaft  (1882), in Id., NietzscheWerke , a cura di G. Colli e M. 
Montinari, 15 voll., 1973, Walter de Gruyter & Co., Berlino, 5, 2, p. 124［フリードリッヒ・ニーチェ（信
太正三訳）「悦ばしき知識」、『ニーチェ全集 8』、理想社、1980 年、148 頁］.
＊ 52　強調は原文ママ。
＊ 53　F. Nietzsche, Götzen–Dämmerungi , cit. , 3, p, 104［フリードリッヒ・ニーチェ（原祐訳）「偶像の黄昏」、
『ニーチェ全集 13』、理想社、1980 年、76 頁］.
＊ 54　強調は原文ママ。
＊55　F. Nietzsche, Also sprach Zarathustra (1883–1885), Alfred Kröner Verlag, 1950, Stoccarda, p. 41［フ







































































6 ． 誘 惑 の 演 劇 性 ―― マ リ オ ネ ッ ト
フーコーは、この緊張の意味をじゅうぶんにとらえるには、フローベールのことばと
＊ 57　M. Foucault, op. cit. , p. 5［フーコー、前掲書、159-161 頁］.
＊ 58　P. Valéry, op. cit. , p. 617［ヴァレリー、前掲書、314-315 頁］.

































＊ 60　G. Flaubert, Correspondance, cit ., prima serie (1830-1846), p. 173［フローベール、前掲『フローベー
ル全集 8』、62 頁］; 強調は筆者による。
＊ 61　M. Foucault, op. cit , p. 15［フーコー、前掲書、172-173 頁］.























らは偽りをもってわが民を迷わせた（Seduxerunt populum meum in mendacio suo）」と
題された詩を出版しており、彼はこの詩のなかで「受難劇」のあいだのマリオネットの
使用を批判し、「聖アントニウスの誘惑」の演劇に類似した公演を描写した（J. Chesnais, 





＊ 63　ibidem, p. 83.
＊ 64　H. Jurkowski, Écrivains et marionnettes,  Éditions Institut International de la Marionnette, 
































＊ 66　L. R. Muir, The Biblical Drama of Medieval Europe , Cambridge University Press, Cambridge, UK, 
1995, p. 115.







のつながりは、実のところ、議論の余地がない（P. Meredith and J. E. Tailby, The Staging 
of Religious Drama in Europe in the Later Middle Ages: Texts and Documents in English 

















＊ 68　S. Crabtree e P. Beudert, Scenic Art for the Theatre, Focal Press, Boston, 1998, pp. 236-237 も参照。
＊ 69　バーニョレージョ、1217/1221 年頃−リヨン、1274 年 7 月 15 日
＊ 70　M. Twycross, “Books for the unlearned,” in J. Redmond, a cura di, Drama and Religion, Cambridge 
University Press, Cambridge, UK, 1983, p. 70.







年）の「超人形」の着想まで、長い伝統がある（E. G. Craig, On the Art of the Theatre (1911), a cura di F. 










7 ． 誘 惑 の 舞 台 美 術 ―― カ ロ
ジャック・カロは「誘惑」について二つの異なる版画を制作している。一つ目は 1617
年、二つ目は 1635 年ごろ、この版画家の晩年の制作である（図 5）（H. Daniel, a cura di, 
Callot's Etchings—388 Prints , Dover Publications, New York, 1974）。
カロはヒエロニムス・コックの版画を通してブリューゲルの絵もボスの絵も知ってい
たが、彼の二つの《誘惑》はまた、演劇的な典拠にも分かちがたく結びついている（P. 
Choné, a cura di, Jacques Callot 1592-1635, Édition de la Réunion des musées nationaux, 





ネ＊ 74 こそまさしく舞台装置と背景美術の巨匠であった。1621 年にコジモ二世＊ 75 がまだ
10 歳の世継ぎを残して結核で亡くなってからは、摂政の地位はコジモ二世の妃クリステ
ィーナ・ディ・ロレーナ＊ 76 とその娘マリア・マッダレーナ・ダウストリア＊ 77 にゆだねら
れた。この期間中、宮廷の演劇レパートリーは激しい宗教的熱情に飲み込まれ、とりわけ




＊ 73　フィレンツェ、1571 − 1635。
＊ 74　フィレンツェ、1606 − 1656。
＊ 75　フィレンツェ、1590 年 5 月 12 日− 1621 年 2 月 28 日。
＊ 76　バル = ル = デュク、1565 年 8 月 16 日−フィレンツェ、1637 年 12 月 19 日。













ヴ ィ ジ オ ン
覚的映像と読者自身のあいだには、とほ
うもない距離がある。たがいに従属するいくつかの言語の組













Marvellous Méliès , Gordon Fraser, Londra, 1974, p. 10）＊ 81。この監督はそこで聖アントニ
ウスを演じており、最後のシーンの一つでは、まさにロップスの絵画にあるような巨大な
女性が登場する。だが、メリエスの主たる視覚的な着想源は、またしても大衆的な演劇で
あった。というのも、パリで 1874 年に上演されたロベールソン（本名エティエンヌ = ガ
スパール・ロベール）＊ 82 の「ファンタスマゴリー」は、そのレパートリーに「聖アントニ
＊ 78　F. Mancini, Scenografia italiana dal Rinascimento all’età romantica, Fabbri, Milano, 1966; F. Marotti, 
Lo spazio scenico. Teorie e teniche scenografiche in Italia dall’età barocca al Settecento , Bulzoni, Roma, 
1974; A. Schnapper, a cura di, La scenografia barocca , atti del XXIV Congresso internazionale di storia 
dell’arte (Bologna, 10-18 settembre 1979), 1982; M. Viale Ferrero, “Luogo teatrale e spazio scenico,” 
in L. Bianconi e G. Pestelli, a cura di, Storia dell’opera italiana,  II, “I sistemi,” 6 voll. EDT/Musica, Torino, 
1988, vol. 5 (“La spettacolarità,”) pp. 3-122; E. Tamburini, a cura di, Scenotecnica barocca, E & A editori 
associati, Roma, 1994 も参照。概要については E. Ferrone, “Il teatro,” in E. Malato, a cura di, (1995-2004), 
Storia della lettratura italiana, 15 voll., Salerno Editrice, Roma, 5 (“La fine del Cinquecento e il Seicento,”), 
1997, pp. 1062-87.
＊ 79　M. Foucault, op. cit.,  p. 18［フーコー、前掲書、177 頁］.
＊ 80　パリ、1861 年 12 月 8 日− 1938 年 1 月 21 日
＊ 81　デジタル資料として YouTube で視聴可能。http://www.youtube.com/watch? v=WlMiJbGESCw




ウスの誘惑」を含んでいたのである（Chesnais, op. cit. , p. 212）＊ 83。実際、メリエスの短
編映画は、この最初の映画人の全ての作品のように、これらのファンタスマゴリーの即
























＊ 83　H. G. Segel, Pinocchio’s Progeny, The John Hopkins University Press, Baltimora e Londra, 1995, p. 
67 も参照。
＊ 84　リミニ、1920 年 1 月 20 日−ローマ、1993 年 10 月 31 日
＊ 85　 デ ジ タ ル 資 料 と し て YouTube で 視 聴 可 能。http://www.youtube.com/watch? v=9cA-
cf6TizE&feature=related［最終アクセス 2013 年 8 月 24 日］メリエスとフェリーニにおける「誘惑の
構造について」は E. Penz e M. Thomas, a cura di, Cinema & Architecture, British Film Institute, Londra, 
1997 を参照。
＊ 86　パリ、1864 年 3 月 11 日−シュシー = アン = ブリ、1951 年 8 月 24 日
＊ 87　パリ、1855 年 3 月 1 日−アニエール、1920 年 2 月 19 日
















































あえて論じるためのニーチェは何一つなかった」（R. Barthes, Intervista con Raymond 
Bellour , in "Les Lettres françaises," 20 maggio 1970, in Id., Œuvres Complétes  (1994), 

















＊ 89　A. Artaud, La Théâtre et son double , in Id., Œuvres Complètes , 26 voll., Gallimard, Parigi, 1964, vol. 
IV, p. 145［アントナン・アルトー（安堂信也訳）『演劇とその分身』、白水社、2015 年、199-201 頁］.
＊ 90　R. Barthes, “Critique et verité,” 1966, in Id., Œuvres Complètes (1994), 3 vols. Seuil, Parigi, II, p. 36
［ロラン・バルト（保苅瑞穂訳）『批評と真実』、みすず書房、2006 年、71 頁］.































＊ 92　ibidem, p. 1528 ［同上、124 頁］.
＊93　R. Barthes, Artaud; écriture/figure, 未発表, in Id., Œuvres Complètes (1994), 3 vols. Seuil, Parigi, II, p. 
1186.
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下界なる - この世の - 他人を - めざしての - 他人の - ための - 隠喩、他者が現れるこ
とを望むなら存在が自身を隠さねばならないような形而上学としての隠喩なのであ




















＊ 95　ibidem, p. 49［同上、59-60 頁］.
＊ 96　ドイツ語箇所および強調ママ。





筆されたはずである」（G. La Piana, Le rappresentazioni sacre nella letteratura bizantina,  




























＊ 99　この主張についての明快な解説に関しては、G. Marrone, L’invenzione del testo: Una nuova critica 














































































































(2015 年 10 月 23 日、京都大学大学院人間・環境学研究科にて講演）
図 版
図 1
ピーテル・ブリューゲル（父）の追随者
《聖アントニウスの誘惑》、1550-75 年
キャンバスに油彩
ワシントン・ナショナル・ギャラリー蔵
図 2
ヒエロニムス・ボス、《聖アントニウスの誘惑》、1500 年頃
リスボン、国立古美術館蔵
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図 3
ヤコポ・ティントレット
《聖アントニウスの誘惑》、1577 年頃
キャンバスに油彩
ヴェネツィア、サン・トロヴァーゾ教会蔵
図 4
マティアス・グリューネヴァルト
《聖アントニウスの誘惑》、1506-15 年頃
板に油彩
コルマール、ウンターリンデン美術館蔵
図 5
ジャック・カロ、《聖アントニウスの誘惑》、1635 年
銅板画（第二ヴァージョン）
ナンシー、ロレーヌ歴史博物館蔵
誘惑
形態と力
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図 6
セシル・グレイ
《聖アントニウスの誘惑》総譜、1937 年
図 7
ポール・セザンヌ
《聖アントニウスの誘惑》、1875-77 年
キャンバスに油彩
パリ、オルセー美術館蔵
図 8
ジェームズ・アンソール
《聖アントニウスの誘惑》、1877 年
キャンバスに油彩
アメリカ、個人蔵
図 9
フェリシアン・ロップス
《聖アントニウスの誘惑のための素描》
1890 年
写真製版、アクアチント、ドライポイント
個人蔵
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図 10
オディロン・ルドン
《聖アントニウスの誘惑》、1888 年
リトグラフ
ロンドン、大英博物館蔵
図 11
マックス・エルンスト
《聖アントニウスの誘惑》、1945 年
キャンバスに油彩
デュースブルク、ヴィルヘルム・レームブルック美術館蔵
図 12
フランスの逸名作家
《絵や銅板を切り抜いてつくった舞台美術や登場人物をともなうミニチュア劇場》
17 世紀末
ストックホルム、ドロットニングホルム宮廷劇場博物館蔵

